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司会（鍛治）　それでは皆さま、休憩がない中で恐縮ですけれども、コミュニティ
福祉学会まなびあい第10回年次記念大会シンポジウムに移らせていただきたいと
思います。本日はシンポジストに関正勝先生、福山清蔵先生、坂田周一先生、沼
澤秀雄先生をお招きしております。

まず最初にシンポジストのご紹介と、お一人ずつ近況をご報告いただきまして、
お一人から約８分から９分ほどいろいろとお話をいただきます。その後にフロア
の皆さまからご質問の時間をとりまして、そこで少しまとめさせていただいた後、
いったん休憩を挟ませていただきます。そしてその後にもう一度、皆さまからい
ただいたコメントをもとに、シンポジストの方々、あるいはフロアの方々と一緒
にお話を進めていただきたいと思います。

では、あらためまして、本日のシンポジウムのテーマが『コミュニティ福祉に
今問われていること─過去を知り、未来を拓く─』です。司会は2005年度入学生
の鍛治�智子です。また、コーディネーターはコミュニティ福祉学部長の三本松政
之先生です。

それでは、コーディネーター三本松先生から各シンポジストのご紹介をしてい
ただきたいと思います。お願いいたします。

三本松　三本松です、どうぞよろしくお願いいたします。
まず、関正勝先生。関先生は今、ヤマザキ学園大学の副学長をされております。

また、聖路加国際大学の嘱託司祭もされています。コミュニティ福祉学部の初代
学部長。専門は生命倫理学。続きまして、福山清蔵先生です。福山先生はコミ福
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福山　福山です。最近は定年退職してからは、家で留守番をしている現状です。
私は44年ほど『いのちの電話』の活動に関わってきていますので、その関係であ
ちこちに呼ばれて行っております。先週は山形、今日もじつは横浜で研修会が
あって、懇親会に出られないのです。先々週が北九州の小倉に行ってと、このよ
うに、全国あちこちを回って『いのちの電話』研修のお手伝いをさせていただい
ております。

もう一つ、付け加えると、関先生が元校長をなさっておられた聖公会神学院と
いう、聖公会の牧師を養成する学校があります。そこに週１日「カウンセリング」
という科目を担当するためにお邪魔しています。今日は、よろしくお願いしま
す。

坂田　坂田と申します。関先生がさっき、４号館がどこか分からないとか言って
ましたけど、私は関先生と年が10歳違います。

関　またそんなことばっかり言って。

坂田　その分、関先生よりも長く新座キャンパスに勤務して、４号館の増築や
その隣の８号館の建設プランの作成にも関わりましたので、まごつくことはあ
りませんね。私は、昨年の３月に定年退職となりまして、その後は九州佐賀県
にある西九州大学というところで教員をしております。よろしくお願いいたし
ます。

沼澤　３名の先生がたの横でマイクを持っていると違和感があるのを自覚しなが
ら話しております。コミュニティ福祉学部スポーツウエルネス学科の代表という
ことでお許しいただきたいと思います。現在、コミュニティ福祉学部のスポーツ
ウエルネス学科の教員をしております。最近は年並みといいますか、学部の教務
の仕事ですとか、全学共通カリキュラムの仕事がありまして、池袋と新座の間を
往復しながら仕事をしています。きょうは懐かしい先生がたと一緒にお話ができ
ることを楽しみにして参りました。どうぞよろしくお願いします。

司会（鍛治）　先生方、ありがとうございました。今回は記念大会ということで
して、学部ができて20年目。そしてスポーツウエルネス学科が創設され、コミ
福が３学科となって10年たちました。『まなびあい』も10回目を迎える記念大
会ということで、これから４人のシンポジストの方々にお話しいただきたいと
思います。今回お招きしています皆さまは、学部ができた当時からいらっしゃ
るメンバーということで、創設の時の思い出なんかも含めて伺いたいと思いま

をつくるときに、関先生と一緒にコミ福の最初の準備段階のところを担当されて
きて、特に教務関係のことなどを担当されました。関先生は、カリキュラムを組
んでいるときに随分福山先生に怒られたという思い出があると話されます。福山
先生のご専門は臨床心理学、カウンセリングです。今は『東京いのちの電話』顧
問でよろしいでしょうか。

坂田周一先生です。坂田先生は第２代目の学部長であり、大学院をつくるにあ
たって非常にご貢献いただきました。現在は、西九州大学におられます。坂田先
生は今日、九州からおいでになって、明日、本務校の仕事があるので、17時にこ
こを退室されないといけないということです。

それから、沼澤秀雄先生です、沼澤先生は今、まだ現役です。コミ福ができた
ときの一番若い先生ということで。今日、歴史を振り返っていただくという役割
をお願いしております。スポーツウエルネス学科に所属されております。ご専門
はコーチ学です。

私のほうからのご紹介は以上です。

司会（鍛治）�ではもう一度、各シンポジストの先生がたから、簡単に近況のほう
をご報告いただければと思います。

関　関と申します。どうぞよろしくお願いいたします。久しぶりに新座キャンパ
スに来て、４号館がどこなのか分からなくてうろうろするという状態がありまし
た。私がいた頃は、すなわち1998年からのことですけれども、図書館と、それか
ら研究棟があるぐらいで。もちろん、野球場が大きく場所を占めているというよ
うな状況があって。

私は今、ご紹介をいただきましたように、ヤマザキ学園大学という、ここは動
物看護士を養成する４年制の大学で、そしてそこにはペットロスだとか、動物介
在教育だとか、もちろん獣医師もいますけれども、動物を看護する、介護する、
動物と人間との関係をどうつくっていくかっていうようなことをやる、その場に
おります。

それと同時に、聖路加国際病院で週１、２度行って、緩和ケア病棟と、午前中
は産科クリニック、午前中は命が誕生したっていうすごい喜びの中にあるわけな
んですけれども、午後１時半からのPCUでは、ターミナル末期医療というか、議
論はいつでも、この患者さんの予後はどのぐらいだ、そのときまでをどう、医師
と看護師とカウンセラーとMSWだとか、それから、僕らみたいなスピリチュア
ルケアに携わる人間がどう支えていくかっていうようなことを協議する、そうい
う場にいさせていただいているということです。どうぞよろしくお願いいたしま
す。
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齢で病院に入院したときに、コミ福の先生ですよねって呼ばれてびっくりしたの
ですが、２期生の露木さんというコミ福OGがそこで働いていらっしゃいました。
そういう出会いはとても嬉しいことです。

次は政策学科です。福祉もそうなんですけども、当時、助手の方がいらっしゃっ
たのが、教員の名称が変更されて助教になり、実習教育等、サポートをしていた
だいています。その助教の先生がたも任期がありますので、その先生がたが代替
わりをして、他の職場に移っていかれました。他の大学に教員として行かれたり、
他の仕事に就かれたりしています。また、政策学科でいいますと、政策学科の先
生方を中心にインターンシップ教育を行っています。正課としての単位を出すイ
ンターンシップという授業において、国内、あるいは国外で学ぶことができるよ
うになりました。立教大学がグローバル教育を充実させようと、各学部がいろん
なプログラムをつくっていますが、コミ福も政策学科の先生がたを中心にいろい
ろな取り組みが試行錯誤の中で実施されています。

それから、公務員とか公共団体等またはNPOなどに就職している学生もどん
どん増え始めて活躍をしているというようなこともご報告したいと思います。

さらに、学部の英語教育を充実させるために政策学科の教員として英語教員を
置いています。城西大学に移られましたがリッチー・ザイン先生に３学科の英語
科目を担当していただきました。現在は山口綾乃先生に海外プログラムの開発を
含めて頑張っていただいています。

最後にスポーツウエルネス学科ですが、スポーツだけではなくウエルネスとい
う、よりよく生きるというところで他のスポーツ系学部と違いを出しています。
その中で学生も福祉系や心理系の授業も履修できるという特色があります。１年
次では他のスポーツ系大学と同じように保健体育の教員になりたいという希望者
が多いです。しかし、学年が進むにしたがって採用試験が厳しい、教員という仕
事がきついというのが分かってくることがあるのかもしれませんが、他の学部生
と同じように就職活動をして一般企業を選ぶ傾向が強くなってきています。

スポーツに関わる現場に行ってる学生も増えてきました。スポーツウエルネス
学科からプロのスポーツ選手も何名か輩出しています。野球で４人、ラグビーで
も今、実業団に所属している選手がいます。サッカーではタイの３部リーグで頑
張ってる学生がいたりします。

以前の思い出を最後にお話ししたいと思います。コミュニティ福祉学部では３
月始めに学部研修旅行という研修会をしていました。単なる研修会ではなくて、
いろんな現場に行って働く人の声を聞いたり、いろんな施設を訪問したりという
ことで、北は北海道から南は沖縄まで行きました。そこで先生がたといろんなお
話をしたことが非常に印象に残っております。また、１期生の基礎演習の受講生
20人が、本当に強烈なメンバーで今も何人かは連絡を取り合っています。全員を

す。
まず、スポーツウエルネス学科を代表していただきまして、学部の創設から現

在まで福祉学部に関わっていらっしゃっています、沼澤先生にお話をいただきた
いと思います。その後に、特に大学院の設置に関わってこられました坂田先生に
お話をいただきたいと思います。そして、福山先生、関先生から、コミ福がどの
ような形で創設されてきたのか、また、どんな理念を大切にしてきたのか、とい
うことを、思い出深いエピソードなどを交えて、お話をいただきたいと思います。
それでは沼澤先生からどうぞよろしくお願いいたします。

沼澤　はい。まず皮切りに学部ができてから20年経ったということですけども、
当時は六大学で初めての福祉学部ということでした。立教大学の学部再編が行わ
れ福祉分野の先生だけではなくて、文学部からは宗教系やキリスト教系の先生、
それから心理系の先生、旧一般教育部からスポーツ系、語学系の先生が集まって、
コミュニティ福祉学部コミュニティ福祉学科の１学科制でスタートしました。当
然、新しい学部ですので最初の年は１年次生しかいないわけです。ですので、１
年次生が現在も履修している基礎演習は、福祉の教員と他の分野の教員２人体制
でした。しかも半期ではなく通年で、１年間かけて20名のクラスを担当しました。
時間があれば後で思い出話もしたいと思うんですけど私はそのときに、湯澤直美
先生と２人で担当させていただきました。

時間を追って振り返りますと、１学科体制を８年間続けた後、福祉学科とコ
ミュニティ政策学科の２つの学科に分かれました。2008年からは３番目の学科と
してスポーツウエルネス学科ができまして、１学部３学科体制ができあがりまし
た。１学科体制の頃の教授会は当然ながら、別々の分野の教員がいろんな専門の
立場から意見を出しながら様々なことを決定しなければいけないということで、
会議も長くなり大変ではありましたが「みんなで決める」という雰囲気がありま
した。教授会が終わると飲みに行ったりしていましたので他の先生がたの考えて
いることが大体分かりました。今は、他の学科の先生がたと飲みに行っていろん
な話をするという機会がなかなかつくれないぐらい忙しくなってしまいました。

最近の各学科の動向といいますか、当時から変わったところを紹介させていた
だきたいと思います。まず福祉学科からですが、福祉学科といえば実習教育が頭
に浮かびますが、実習教育科目を履修して、施設現場に行って実習をしていく学
生が近年少しずつ減少してきているという状況がありました。しかし今年、それ
がちょっと増えまして、100人ぐらいが実習に参加するということになったと聞
いています。

卒業生を出してもう20年近く経ちますと、就職してから、行政やいろいろな施
設で中堅クラスとして活躍してくれている卒業生が出てきます。僕も、母親が高
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が固まりました。
こうして認可がおりて、2002年４月に入学定員30名、かなり多い定員でしたが、

スタートいたしました。臨床心理学コースは非常にたくさんの受験生、100人近
い応募者があり、このコースに20人近くが入学しました。万々歳ですよ。狙った
通りです。ところが、始まってすぐに、５月ぐらいになって、いや４月の間だっ
たですかね、財団法人日本臨床心理士資格認定協会からクレームがありました。
一つの大学で臨床心理士資格認定ができるのは１研究科だけだと言うのです。本
学には、文学研究科心理学専攻が存在していて、そちらがすでに課程認定がなさ
れているので、コミュニティ福祉学研究科の方は駄目だと、こういうお話でした。
実は裏話としては、開設前年の年末ごろ、当時の大橋総長、関学部長そして笠原
総長補佐の３名が財団を訪問して内諾を得ていたはずでした。それなのに、その
ようなことになりまして、入学された方々がこのままでは資格取得ができない、
院生に約束したことが果たせない、とんでもなく大変なことだと。私は当時、関
先生の後任として学部長兼研究科委員長に就任したばかりの、つまり責任者に
なっておりまして、非常に深刻な事態のなかで、とにかく打開策を模索しなけれ
ばなりませんでした。

それで結局どうなったかというと、当研究科の臨床心理学コースの院生を文学
研究科心理学専攻に移籍をさせることになりました。大学総長を仲介役として当
時の文学部長であった前田先生と私とで協議し、方針が固まったところで研究科
委員会や部長会に議案を出し、院生への説明会を開き、院生から個別に承諾書を
いただき、文学部長と私の２人で合意書にはんこを押してですね、向こうに移籍
をしていただく。実際には、当学部の教員が教育をするんですけど、立場は文学
研究科心理学専攻の兼担教員として位置づけるというようなことで、その年は乗
り切りました。しかし、次の年から臨床心理学コースで入学者を取ることはでき
ませんので、募集停止にいたしました。

大学院関係では引き続き、博士後期課程設置の業務を担いました。臨床心理士
養成という当初の目的が消えて２専攻制にする必要性がなくなりましたので、こ
の機会に、社会福祉学専攻と人間関係学専攻を合体してコミュニティ福祉学専攻
１専攻のみの研究科として設置認可を申請し、2004年度にスタートしました。カ
リキュラムは、スポーツの先生にも語学の先生にも担当していただきました。フ
ランス語といっても、フランスの美術とか歴史とか文化とかを専門にしておられ
たし、スポーツの先生もスポーツ社会学などそれぞれの専門があるわけですから、
１科目くらいは担当していただいて、大学院は全員参加でやりましょうというこ
とで、作り替えました。その後、多くの修士学位、博士学位取得者が生まれ、そ
の方々が研究者として、また実践家として活躍しておられ、本当によかったなと
嬉しく思っています。

紹介することはできないので２人紹介したいと思うのですが、１人は学部のとき
に１年間、タイに放浪の旅に行って帰ってきてJTBに就職した冨吉貴浩くんで
す。タイ支店に配属されて良かったと思っていたら帰国後に日本オリンピック委
員会に出向することになりました。現在、東京オリンピックを成功させるべく、
幾つかの競技の広報の仕事をしています。それからもう一人が常井健一くんです。
彼は新座キャンパスの学園祭IVY�Festaの初代実行委員長でした。今は池袋キャ
ンパスとは違った地域密着型の良い雰囲気の学園祭になっていますが、全く何も
無い状態から作り上げることは大変だったと思います。彼は卒業してから東大の
研究生、アエラの記者などを経て、オーストラリアで１年間政治の勉強をし、帰っ
てきてからフリーで記事を書いています。現在は、政治家の小泉進次郎氏を追っ
かけて本を執筆する作家活動をしています。他にも音楽活動をしていたり、福祉
という分野にこだわらずいろいろなことをやっている風変わりな卒業生もいまし
た。でも、そのそれぞれの仕事の中にはコミュニティ福祉学部の精神が奥底にあ
るのではないかと思ったりしています。

坂田　私は新学部に着任するとすぐ、大学院設置委員会の委員長を命じられまし
た。設置認可申請のための趣意書を始めとする各種資料の作成や事務体制の構築
などいろいろな業務がありまして、準備に結局４年間かかり、2002年４月に大学
院コミュニティ福祉学研究科修士課程が誕生しました。その前後の状況について
お話いたします。

学部のカリキュラムは専任教員と多数の兼任教員が授業を担当していますが、
大学院はそれとは違って、専任教員が主体となって教育研究を担当する方式です
ので、専任教員の専門分野を踏まえた計画を立てることになります。学部がス
タートした1998年当時は、32名程度の専任教員の方がおられました。専門分野
で分類すると、社会福祉学が10名、キリスト教学が４名、臨床心理学が４名、ス
ポーツ健康科学の先生が10人くらいおられました。それから、フランス語１人、
ドイツ語１人、英語２人で、合計４人の言語の先生がいらっしゃいました。専任
教員のうちスポーツと言語は全カリの授業担当が多いため、大学院は社会福祉学、
キリスト教学、そして臨床心理学の教員を中心に組み立てることになりました。

もう一点、重要なこととして、この大学院は臨床心理士の養成を目的の一つと
していたことがあげられます。当初、一専攻のみで構成される大学院の構想を立
てていましたが、当時の文部省、現在の文部科学省ですね、構想書類をもって役
所を訪問していろいろと話を聞いているうちに、臨床心理士を養成する専攻の名
称には「福祉」の文字が入らない方がよさそうだという感触が得られました。そ
のため、「社会福祉学専攻」と「人間関係学専攻」の２専攻制とし、「人間関係学
専攻」の入口を「臨床心理学コース」と「宗教人間学コース」の二つに分ける案
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私としては、自分の定年前にこの本を作ることができて、本当によかったと思い
ます。その前の年、2013年３月にはコミ福15周年記念として学部の全教員が参
加して『新・コミュニティ福祉学入門』（有斐閣）という本も作らせていただき
ました。私からのお話しは、以上でございます。

司会（鍛治）�では、福山先生、お願いします。

福山　では、引き続き、今の坂田先生の話聞きながら当時のことを思い出して、
血がふつふつと煮えたぎっていました。当時の臨床心理学の生き残りが私です。
２人の先生は現代心理学部ができる時にそちらに移籍されました。もう１人、先
生がおられたのですけど、６年目でお辞めになりました。１人だけ残された私は
なぜここにいるのかと、だんだん分からなくなり、コミュニティ福祉学部が学部
のアイデンティティーをもう１回再構築しなければならない状況に立ちいたりま
した。

臨床心理士資格認定協会が主催する研修会が毎年あり、私は臨床心理士の資格
持っていましたので、研修会に出掛けるたびに担当理事さんに確認していたので
す。ぎりぎりの段階まで大丈夫だと信じていましたが、突然、梯子を外されたの
です。かわいそうなのは臨床心理士を目指して大学院の第１期目に入学してきた
学生たちです。コミュニティ福祉学研究科に入ったと思ったら、文学研究科心理
学専攻に移籍させられ、しかし、教育はコミ福の教員が担当する、という複雑な
対応でした。最初に入学してきた人たちは臨床心理士の資格を取る計画の人たち
でしたが、彼らはコミ福の修了証書をもらってないのです。　

怒りはちょっと納めまして、私は今のお２人の先生がたの話を聞きながら、こ
れはぜひお伝えしたいなと思うことが１つあります。それは、なぜ宗教やスポー
ツや言語の先生たちがコミ福の教員としていたのかということです。その当時、
文部省がそれまでの大学設置基準を変更して一般教育部を廃止するという方針を
だしました。立教大学はそのための措置として「全カリ運営センター」という組
織をつくり、それまで「一般教育部」という組織で担当してきた科目を、全学部
が共同で一般教養・リベラルアーツを担当するようになりました。それまでは、
一般教育部に所属していた先生たちが大勢おられたのです。当時まで、体育は必
修科目でしたから10余名いました。英語やフランス語といった語学の先生たちも
おられました。それから、キリスト教倫理学や哲学、生物学、社会学の先生たち
もおられた。その先生たちが各学部に所属する形をとることになったのです。

そのときに、体育・スポーツの先生たちは、全員でコミュニティ福祉学部に行
きたいと決めたのです。併せてキリスト教関係の先生方も５名ほどコミ福に来ら
れました。反面、それでは学部としてどういうふうに学部教育をつくっていくか

次に話題を変えたいと思います。「その後の大学の変化の中で」という小見出
しがつくような、大学全体との関係の中で生じたコミ福の変化に関するお話しで
ございます。大学院の開始直後に生じた暗転、残念無念な出来事は、大学院ばか
りでなくその後のコミュニティ福祉学部の展開にも大きな影響を及ぼすことにな
りました。その変化は、当時の大学全体の発展計画が絡まって、加速されました。

大学では2002年５月に大橋総長から押見総長に交代し、新たな発展計画、特に
新座キャンパスの再開発が実行段階に入ろうとしていました。私は2002年４月か
ら2006年３月まで学部長、その後2010年３月まで副総長をやっていて、大学の
発展計画の策定に巻き込まれ、コミ福の改革にも着手することになったのです。
2006年４月に池袋に経営学部ができましたが、新座では同年、現代心理学部の新
設、コミ福と観光学部の２学科体制化、６号館、７号館、ユリノキホールの新築
という大きな変化がありました。また、現代心理学部の大学院には臨床心理学専
攻が新設されました。その後も変化が続き、2008年度には新座にスポーツウエル
ネス学科、池袋に異文化コミュニケーション学部、2009年度には池袋にキリスト
教学研究科が新設され、2010年３月には新座８号館が完成しました。この過程で、
コミュニティ福祉学部の臨床心理学のお２人の先生はお隣の現代心理学部に、聖
書学のお２人はキリスト教学科に、言語の先生は異文化コミュニケーション学部
に移っていかれる。スポーツ健康科学の先生たちは社会学部におられたスポーツ
の先生と合流してこの学部の中にスポーツウエルネス学科を作られるというよう
なことで、創設時にこの学部に集まった人たちの半分くらいは、それぞれに新し
い場所でご活躍されるようになりました。

その新しい場所の１つとして、最初はなかった分野として2006年４月に「コ
ミュニティ政策学科」が生まれました。コミュニティ形成はコミュニティ福祉学
部創設に当たって本来意図された課題ではありましたが、教員の陣容という点か
らは厚みの薄い分野で、強化の必要がありました。この学科ができた背景として
は、心理学や宗教学の先生方が他学部、他学科に移籍されるというような変化、
また定年退職を迎える先生が出はじめたというような教員組織の変化が大きいと
思います。教員を純増することは非常に困難ですから、専任教員枠に空きが出た
ところで新しい分野の専門家と入れ替える、その余地がこの時期に生まれたこと
が最も大きな理由です。この際、この機会に、コミュニティ形成の学問を体系化
した学科を構築してみようという計画が立案されたのです。

コミュニティ政策学科の教員組織は、定年退職者や移籍者が出るたびに、その
後任人事として学科構想を実現するために必要な先生を採用することで整えられ
ていきました。これには６、７年かかりました。2013年ぐらいに当初の人事構想
が完成したと思います。そして、2014年３月に学科の教員が全員参加で執筆した

『コミュニティ政策学入門』（誠信書房）という書物を上梓することができました。
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コミ福の時代の、私の一番の大きな経験、豊かな経験ですけど、学生と教員と
の距離感がとても近かったと感じるところです。もちろん、教員同士も当初、１
学科時代は、合宿研修会をやったり、みんなで何とかしよう、話し合おう、決め
ようと、その当時すごく生き生きしていました。その頃のことを思い起こすと、
学部がだんだん細分化されて専門として独立してくことが、はたしていいことな
のかと私は思っています。

話が、ちょっとそれてしまいますけど。私が学部長だった時代に、このまなび
あい学会が立ち上がり、そしてスポーツウエルネス学科が立ち上がっています。

私はスポーツのことは全く門外漢で、運動音痴で。かけっこをするといつも後
ろから２番目ぐらいという、そういう子どもでしたから、ゼミで体育館を借りて
時々運動する機会を作りました�。

福山　やりました。何とか吹き矢。

沼澤　スポーツ吹き矢ですか？

福山　スポーツ吹き矢。吹く吹き矢です。その時は、私は割とうまくできたので
す。そういう機会をつくれたのも、スポーツの先生の助けがあったおかげだと、
あらためてこの場を借りて感謝します。　

ちょっと話があちこちしていますが。最初に関先生と２人で学部の構想を、カ
リキュラムをつくり、人事構成をつくってやってきて、さて、いよいよ、最初の
学生たちを迎えるときのあのドキドキした気持ちは、多分一生に一度の経験です
ね。何人合格者をだしたら、一体、何人が入学手続きしてくれるかが、まったく
分からなくて悩んでいました。定員は190名でした。関先生がそのとき学部長で
すごく苦労されて、ふたを開けてみたら、なんと300人が手続したのですよ。も
う、嬉しかったですね。こんなにたくさんの人がこの学部に期待して、来てくれ
たのだと。

私は本当に嬉しかったです。そして、その最初の１年生がIVY�Festaをつくり、
学部やキャンパスをつくることに大活躍してくれて、本当に心強かったです。取
りあえず、ここまでにします。ありがとうございます。

関　もういいです。

司会（鍛治）　いや。関先生の、ぜひお話を。

と、とても混乱してしまいますので、坂田先生の先ほどの説明のように、少しず
つ学部教育の方向性をはっきりとさせながら、大学の大きな方針と照らし合わせ
て教員構成を模索してきたという経過です。

考えてみれば、それは私にとって、大変ラッキーなことだったと思います。そ
うでもなければ、スポーツの先生たちと交流することはほとんどあり得ませんで
したし、キリスト教学の中でも佐藤研先生、月本昭男先生とか鈴木範久先生など
の高名な先生たちと一緒に席を並べることはなかったと思います。

ところで、コミュニティ福祉学部は他の学部と違ったユニークなことが一つあ
ります。それは『人間の尊厳のために』という学部の教育スローガンを掲げたこ
とです。これは立教大学の中では最初の試みです。学部構想をつくるときに、『人
間の尊厳のために』をめざして学部のアイデンティティをつくろうという話をし
ていました。その後に、佐藤研先生が「これおかしいよ。人間のためじゃなくて、
むしろいのちのためにとすべきだ。いのちの尊厳のためにとすべきだ」と提案し
て、今では『いのちの尊厳のために』というスローガンになっています。こうい
う話は、福祉や心理やスポーツの人たちだけが集まっても、出てこない発想だっ
たと思います。とても素敵な思想的コンセプトを整えてもらったのです。とても
幸せなことだった、と私は思います。

ここまでは大きな話をしたのですが、少々個人的な話をさせていただきます。
私はコミ福時代で思い出すことがいくつもありますが、その１つは、沼澤先生が
話してくれたのですけれど、１年生しかいない学部の中で、複数の担任で基礎演
習を担当しました。その最初の基礎演習で担当した学生のことです。最初の年の
IVY� festaの実行委員の１人で、広報担当だった女子学生でした。その学生が開
設した年（1998年）の夏休みに突然死したのです。朝起きたら亡くなっていたそ
うです。彼女のお宅までお葬式に出掛けました。入学して数か月という本当に短
い大学生活で、あっという間に亡くなってしまったのです。いまでも心に残って
います。もう１人思い起こします。その人は、私が担当した2005年の４年生の女
子学生です。この人はもともと心臓が弱かったのですけれど、卒業直前の2001年
10月に亡くなったのです。単位はすでに全部取得していましたので、お父様が教
務課の窓口に来られて、「娘は全部単位取れているから卒業証書を出してほしい」
とお願いしました。教務課は、亡くなった方に卒業証書は出せませんと返事をし
ました。その上で、教務課は先生のゼミ生ですよと、私のところに話を持ってき
たのです。それで、私はチャプレンの上田亜樹子先生を尋ねて、ゼミの卒業式を
やりたいとお願いしました。校歌や祝辞のない式を工夫していただき、手製の卒
業証書に追悼文を書きました。ゼミ生とご両親と上田先生とで、祈りのある小さ
なゼミの卒業式をやりました。亡くなった人のことを思い出すのは、こういう機
会かなと思いますので、お話し申し上げています。
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分からないと言ってしまうことは責任的でない、ということを言ってたと思いま
す。そしてその厳しい言葉の中で、私を叱咤激励してくださっていたと、今になっ
ては受け取ることができる。そういうつらい、日々、思い出が、学部創設。だから、
一つの学部が誕生するときにはいろんな問題が起こると。それまでの隠ぺいされ
ていた、隠されていた問題がマグマのように噴出してくる、という状況があると。
その事実として、私はその年、眼底出血をしました。だから、三本松先生が病気
にならないように願っておりますけど。

そして、先ほどありましたように、学部名称を社会福祉学部とはしないで、コ
ミュニティ福祉学部とすること。それから、学部のモットーとして『人間の尊厳
のために』いうことにしました。しかし、佐藤先生が、人間のっていうのは狭い、
ということで、『いのちの尊厳のために』ということを主張してくださいました。
そして、佐藤先生、月本先生のお名前を、福山先生からも出ましたけども、お二
人は聖書学の先生でテキスト批評から、月本先生はヘブライ語、佐藤先生はギリ
シャ語、それをコミ福の授業でやったんですよね、そして、佐藤先生はさらに研
究室の中で禅をやる、というようなことがありました。

佐藤先生はいろいろ批判を持ってらっしゃいましたけれども、10周年記念、
2008年の文章の中で、こんなふうに、コミ福の幸福という一文を寄せられてい
ました。それを僕、読みました。その中で、先ほど、いろんなネガティブ、ポジ
ティブな理解があったっていう、移籍に関してですね、言いましたけれど、自分
たち移籍組はっていうふうにいうんですね。移籍組はこの学部にとって、つまり
コミ福にっては、流れ者集団であり、新座という地は池袋感覚からすればへき地
ないしは左遷の地であった。そうであるから、ここから佐藤先生の本音が始まる
んですけど、そうであればあるほどわれわれの新しい学部を共に築こうという屯
田兵的意気込みが浸透することになった、と。これは非常に積極的な発言なんだ
と思うんですね。このことが幸いにして、この学部では誰かが偉がるという、そ
ういうことが、ついぞ育たない学部に短期間のうちに成長していったのだ、と。
このコミュニティ福祉学部の当時の独特な雰囲気を表現してくださっていまし
た。

コミュニティ福祉学部はこのようにして、当初から福祉学とはいえ、それぞれ
の多様な専門性を持った教員によって構成されることになりました。

そのことが実は、かえってこの学部を教員の一人一人がそれぞれの専門領域に
閉じこもるのではなくて、異なる領域の教員同士が自分の専門領域を他専門に
よって相対化する。他専攻によって自分の専門を相対化される、そして、対話へ
と誘われる。それは誰のための学問また学問研究なのかっていうことを自らに問
う自由と課題をもたらしたんだと私は思っております。すなわち、コミュニティ
という名前にふさわしく、いってみれば多様性の一致、その言葉の内容は、私流

関　はい、どうも。先生がたのお話の中で十分尽くされてると思うんですけど。
最初の、学部のつくられた頃のことをっていう三本松先生の要請でしたから。私
は考えたのは、ちょっとだけ申し上げますと、立教大学は『キリスト教に基づく
人格の陶冶』っていうことがあって、130年という歴史を持っているわけなんで
すけれども。そこには社会学部に社会福祉コースというのはあったけれども、現
役の庄司洋子先生や木下康仁先生がおられて、社会福祉研究所があって、社会福
祉領域へのそれなりの取り組みが続けられてきていたわけですけれども、学部と
しての独立はなかった。そういう意味で、その中で、先ほど福山先生のお話の中
にありましたように、一般教育部の解体、そして、それが一般教育部だけで教養
教育を成り立たせるんじゃなくて、全学の教員がリベラルアーツを担うんだ、と
いう展望の中で一般教育部の解体がおこなわれました。その結果、それぞれの一
般教育学部にいらっしゃる先生方が学部に分散する、と。このことを、後で申し
上げますけども、ポジティブに受け止める方と、そうではなくてネガティブに、
自分は左遷させられたといった、他律的な原理によって移籍したというふうに考
える方もいらした。コミュニティ福祉学にその思いがなかったわけではなかった。
そういう意味で、30数名で成り立った、1998年のコミュニティ福祉学部ですけれ
ども。いろんな不協和音がアンダーグランドっていうか、根底に流れていなかっ
たとは言えない、と私は感じております。

カリキュラム編成、先ほど学部開設の話、準備室の話が出ておりましたけれど
も。福山先生が準備室長になってくださった。そして、そこに私が加わり、高橋
紘士先生と三本松先生がアドバイザーとして加わってくださっていて。そこに毎
日のような、人事の問題だとかカリキュラムの問題などで話し合いをしていたこ
とが、すごく懐かしい思い出としてあります。福祉学について無知であった私自
身は、大変苦労しました。特に隣にいる福山先生には苦労しました。先生に苦労
したというよりも、先生との周波っていうか、歩調というか、周波数を合わせる
ことの難しさっていうか。僕の中にはカウンセラーに対する偏見っていうのが
あって。操作されてるんじゃないかっていうふうな気持ちがどうしてもあって。
彼の中にはすでに答えがあって、それの逆のことを出してきて。そして、僕に問
いかけているっていうような、その答えを待っているっていうような感じが、僕
の中には偏見がすごくカウンセリングに対して、無知ゆえになさしめる偏見があ
りました。

その中のことを一つ言えば、私はやっぱり、分からないなって、こういう提案
のなされるわけですね、福山先生から。そうすると僕は「分からないな、それは
ちょっと、その先生が適当であるか、そういう専門科目がコミュニティ福祉学部
に必要なのか分からないな」って思わず言ってしまうんですよね。そうすると彼
の言ったことは「関さん、分からないと言わないでくれる」って言うんですね。
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力をいただきました。今日、こちらに２人来ていただいていますので、まず三邨
寛文さん、お願いいたします。

三邨　立教学院募金室で仕事をしております、三邨（みむら）と申します。
新座キャンパスとの関わりは、1988年に法学部国際比較法学科の新設から10

年ぶりに、立教大学が新しい学部を新座に開設するということで、文部科学省の
学部設置認可の申請に携わることになりました。そして、1998年に、新座キャン
パスにコミュニティ福祉学部、観光学部の２つの学部を開設することができまし
た。当時は、池袋に文学部、経済学部、理学部、社会学部、法学部の５つの学部
しかありませんでした。この２つの学部の設置を引き金に、立教大学は、現在10
学部を抱える大きな大学に拡大発展いたしました。

当時、私は大学のコンピュータ関係の事務局で仕事をしておりまして、いきな
り新学部開設という大学の一大事業に携わることになりました。末端で仕事して
いた人間が、いきなり火の見櫓に連れていかれた感じです。ご出席の関先生、福
山先生と、申請の調整にあたり文部省にも足しげく通っておりました。当時の文
部省は、認可行政ということで、若い職員が他の大学のかなり年長である理事長
とかを平気で叱りつけているシーンを何度も目撃しました（今、世間で話題と
なっている加計学園の獣医学部新設絡み仕事です）。非常に苦労いたしましたが、
誰もが経験できるものではなく、この事業に参加できたことを今も光栄に思って
おります。私の仕事人生の半部の15年近くを新座キャンパスの開発事業に携わっ
て参りました。現代心理学部、スポーツウエルネス学科の開設、学部設置のみな
らず、新座の建物、スクールバス導入、コンビニ開設など様々なキャンパスメイ
キングの仕事もさせて頂きました。こういったことから、どの職員よりも、私は
このキャンパスに愛着を持っております。開設当時には、コミュニティ福祉学部
の初代学部長である関正勝先生の名前を冠した野良猫を事務所で飼っていたこと
もありました。その猫は、私の家で老後を過ごしております。大学猫として本に
紹介されたこともありました。

坂田先生（二代目の学部長）とは、新座キャンパスの独立論や、池袋追随は止
めようなどと、熱く語るなど、そんな血気にはやった時代もありました。しかし、
時が流れるのは速く、開設した当時の先生方の多くが大学を去りました。現在、
私も池袋に戻り10年位経ちますが、変わらず新座キャンパスを応援しています。
池袋キャンパスとは逃れようのない格差とか不便さ、情報が届きにくい（コミュ
ニケーションがとりにくい）といったマイナスなことも沢山あります。池袋と同
様である必要はないと思っています。新座らしい文化を作ってほしいと願ってい
ます。そのためには、様々な議論をして、新座から発信していくことが重要です。
池袋の人たちもきっと受け止めてくれます。

に理解すれば、誰一人、不必要な存在はない、むしろコミュニティにとって一人
一人が不可欠な存在。そうなるときに、そこにコミュニティが誕生すると、そう
いうように思います。こういうことをつくり上げる大事なスピリットがこの学部
には当初から働いていたのではないかと、そういうふうに思います。

ですから、もし現在も、三つの専攻に分かれていることによって、それぞれが
たこ壺化されることであるならば、コミュニティ福祉学部の名にふさわしくない
と、そんなふうに私は失礼を顧みず、三本松先生のご苦労を省みず、あえて申し
上げれば。やっぱり何のための学問、誰のための学問をしてる、ニーズを持った
人との関係の中で学問をしているはずだから、自分の専門領域をぜひ開いていか
なくちゃいけない。相対化していかなきゃいけない。専門性っていうのは、自分
のやってる専門性からどれだけ自由になれるかっていうことが専門性だと、そん
なふうに思います。

それで、フィールドワークだとかコミュニティワークの話がずっと出てまし
たけれど、その頃私たちはヒューマン・ドキュメントインタビューっていうふ
うにいったんですよね。ヒューマン・ドキュメントインタビュー。でも、文科
系だとかそれまでの大学の中で座学に集中していた先生方からすると、ドキュ
メントといえばprinted�matterだと、印刷されたものなんだと。それが、生き
られた現実がどうしてドキュメントになるんだというふうなことを言っていま
した。そのへんのやりとりっていうのは大変美しい話が出てましたけれども、
ドキュメントの理解っていうものは非常に学部の中で苦労したっていうふうに
思います。

その中ですごく救われたのは、ある学生が現場に行って帰るときに、そのニー
ズを持った人が、ありがとう、と言ってその学生を教室に帰す。そのとき、その
１人の女性が『ねえ、あなたたち、私がありがとうとしか言えない悲しみが分か
る』って言われて。誰かがその教室に帰ってきて、それをどう反すうするかって
いうことをすごく課題にして。そういうのが、ここの学部の研究であるんじゃな
いかっていうふうにも思いました。

そんなとこで、取りあえず私の話は。坂田先生が帰る時間を気にしてらっしゃ
いますから。

三本松　今、関先生がおっしゃったように、ちょっと時間を気にしなければなら
なくなって参りました。沼澤先生にコミ福の沿革を語っていただき、そして坂田
先生にコミ福の枠組み、変化を語っていただき、福山先生にコミ福のアイデン
ティティについて語っていただき、関先生にスタート時のいろいろなご苦労、そ
してコミ福のたこ壺化への警鐘を鳴らしていただくことができました。コミ福を
つくり上げてくるときに、われわれ教員だけではなくて職員の方にも非常にご尽
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まるところに存在意義があると思います。そのまとめる論理をどこに求めるかは、
この学部にとっての本来的課題といえます。私、昨年３月の定年退職に当たって、

『まなびあい』第８号に、そのような観点からの１つの考え方として、「コミュニ
ティ福祉とは何か」という文章を書きました。３つ学科があって、学生の中には、
スポーツウエルネスの学生は特に、なんで自分たちは福祉なの、と思う人がいる
のではないでしょうか。そのこともあって共通概念を述べさせていただいたのが
その文章です。お暇なときに見ていただければと思います。

その文章のなかで、コミュニティ福祉学にとって最も基礎的で、多くの学問に
よる検討を必要とするいくつかの概念を提示しております。「ニード」もその一
つですが、読み返してみると一つ書き忘れたことがあることに気づきました。
ニードは言葉それ自体としてはマーケティング領域でも用いられるなど、必ずし
も福祉と必然的に結び付いた言葉ではありません。ニードはそれが生ずる原因や
プロセスと関係づけて初めて、福祉的概念になるということを書き忘れていまし
た。人間は強い人もいるし弱い人もいますが、弱い人の集団をカテゴリー的に固
定的に捉えてしまうと、福祉概念が特定カテゴリーの弱者に限定された問題とし
てとらえられてしまいます。しかし、人間は変化する存在で、強い時ばかりでな
く弱い時もある。例えば、『グレート・ギャツビー』っていう小説ありますよね、
映画にもなりました。あの小説の書き出し、出だしは『In�my�younger�and�more�
vulnerable�years�my�father�gave�me�some�advice�.』で始まっています。「僕が
まだ若く、もっと弱くて傷つきやすかった頃、父が助言をくれて、�」という書
き出しで始まるわけですよね。グレートなギャッツビーでも弱い時があった。い
つも強いばかり、弱いばかりじゃなくて、普段は自立して暮らせていても、危機
に直面して人に助けを求めるときがある。普通に暮らせているときばかりでなく、
苦難にまみえることもある。そうした変化する人間に生ずる「弱さ」、ヴァルネ
ラビリティは普遍的であり、特定領域に福祉を閉じ込めてしまわない視点として、
多くの学問からアプローチできるテーマであると思います。強いスポーツ選手で
も落ち込むことがある。そのような「弱さ」の中に現れる「ニーズ」を見出し支
援できるコミュニティを作る、これがわれわれの学部の最も基本的な課題である
と考えております。現コミ福学部長である三本松先生は「脆弱性」という概念を
用いた研究をしておられますが、学部のみんなも自分の専門でやっていることの
意味をそういうところに引き寄せて考えてみると、この学部で勉強したり研究し
たりすることの意義が明らかにされていくのではないか、そして、そうしたこと
を全学生に教える授業があればよいのだが、と思います。

さて、この話は尻切れトンボで申し訳ないのですが、志木駅に行く時間になっ
てしまいましたので、これで失礼します。

コミュニティ福祉学部と観光学部は、日本で一番の学部になると信じて両学部
の設置事業に関わりました。今も変わらず、そう思っています。教職員、校友の
みなさん、そして現役の学生のみなさん、新座キャンパスの発展のために、これ
からもご活躍頂きたいと思います。

三本松　三邨さん、ありがとうございました。今、お隣に佐藤百恵さんがいらっ
しゃいます。

三邨　本人がちょっと恥ずかしがっているので私が紹介します。当時、立教大学
の文学部心理学科を卒業して、新座キャンパスに新人として勤務していた、佐藤
さんです。

佐藤　現在は池袋キャンパスの大学教育開発・支援センターで勤務しておりま
す、職員の佐藤と申します。私は三邨さんのように学部開設の準備段階から関
わったわけではないのですが、開設２年目の1999年に、新卒で新座キャンパスに
配属されました。

三邨さんの他にもう１人森園晴美さんという先輩がいらして、３人で教務事務
の業務を担当しておりました。コミュニティ福祉と観光の２学部を３人で担当し
ていたのですが、勤務して２、３年目から、私はおもにコミュニティ福祉学部を
担当することになりました。社会人経験が浅く、大学内のこともよくわからない
新人が担当者となり、先生方にいろいろとご迷惑を掛けることが多かったのです
が、とても優しく指導していただきました。

その頃は在学生数が今と比べると少なかったこともあり、窓口にいらした学生
のみなさんのこともよく覚えています。今日受付で担当者の方にごあいさつした
際に、「以前、事務室の窓口にいらっしゃいましたよね？」と言われたのですが、
卒業生のほうもよく覚えていてくれて、学生との距離が近かったのだなというこ
とをあらためて感じました。

三本松　ありがとうございました。慌てて申し訳ないんですが、坂田先生がもう
そろそろ出なければいけないので、坂田先生、出る前に一言お願いいたします。

坂田　はい。すいません。私、明日、今、働いている学校の推薦入試があって、
今夜中に九州に戻らねばなりませんので、途中で退席させていただきます。

コミュニティ福祉学は多数の個別学問が集まった学際的学問でありますが、人
間社会の常として、うっかりすると個別学問ごとに内部で小さくまとまって利害
主張をしがちになります。しかし、コミュニティ福祉学は全体として大きくまと
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話を聞かせていただきましてありがとうございました。私は2016年４月に坂田周
一先生の後任で来ましたので、まだしっかり分かってないことも大いにあります。
その中で、ぜひ詳しくお話を伺いたいなと思っていることは、先ほども出ました
けども、「コミュニティ福祉学」という言葉の意味合いをもう少し詳しく教えて
いただけたらいいなと思いました。社会福祉学部ではなくてコミュニティ福祉学
部にしたということの意味合いや思いをお話しいただけたらなと思います。よろ
しくお願いします。

関　僕らが考えてるのは地域福祉だとか社会福祉だとかっていう言葉があると思
いますが、何となくイメージとして地縁、血縁っていつも繰り返してることなん
ですけども、そういう縁によって結び付けられる関係っていうのは、既にできあ
がった、ある意味いわゆる閉鎖的な関係っていうようなものがあるんじゃない
かっていうように、僕らは考えたんですね。そして、さきほどもちょっと申し上
げたんですけれども、一人一人の存在が社会を構成する上で、成り立たせる上で、
不可欠な存在だ、ということ。

さっき、弱さっていう話が坂田先生から出たんですけど。聖書にも出てくると
思うんですけど、弱いときに強いっていうか。強さっていうものは他者を排除し
て成り立つと思うんですね。隣にいる人が邪魔になる、自分一人で自立できるか
ら、という強さがあると思うんです。しかし弱さっていうのは隣にいる人が自分
にとって不可欠な存在だっていうふうに受け止めることもできる。そういう意味
において、誰一人、不必要な存在はない、むしろその社会にとって不可欠な存在
だっていうことをつくり上げていくのが福祉だろう、と。そんなふうに思いまし
た。

そのときできあがるのがコミュニティではないか。だから、コミュニティは既
にあるんではなくて、やっぱり私たちの営みの中でできあがっていく、そんなダ
イナミックなものではないか、と。必然的にコミュニティは、人間の関係の中で
ダイナミックな形で創出していく、常に新しく誕生していくものであって、地縁、
血縁とは異なるだろう、と。そんなふうに思っていた、と。そういうことで、あ
えてコミュニティ福祉っていうふうにやったと思いますけど。

福山さん、どうですか。僕、また、関さん、そう言わないでって言われそうで
すけど。

福山　私はこの学部の名前は、最初は反対だったのです。高校生の目線で「コミュ
ニティ福祉」がイメージできるだろうかというのが、私の根本にありました。コ
ミュニティと言葉を付けることによって、高校生が分からなくなるのではないか
と心配したのです。だから、「人間福祉」くらいにしましょう、と、ずっと主張

三本松　限られた時間の中ありがとうございました。お帰りになりながら、坂田
先生の映像を。

坂田　おお。こういうこともありました。

（ナレーション）　その大学のゼミは新しいコミュニケーションの場を探していま
した。その場を提供したのはMobile�V-Campus。i-modeを使って学内の情報を入
手したり、研究に関する意見をサイト上で公開したりできるのです。

（ナレーション）　大学の情報化も予想以上に進んでいるようです。そのビジネス
の力にdocomoのi-mode。

三本松　この映像はモバイルVキャンパスっていうものを立教がやり始めたとき
に坂田先生が貢献されて、自らTVCMに出ていた、というものです。

司会（鍛治）　では、すいません。ちょっと時間が押しておりますけれども、いっ
たんここで10分ほど休憩を挟みたいと思います。その後に今までのシンポジスト
のお話をお聞きした中で、フロアの皆さまからのご意見をいただきまして、残り
時間をフロアとシンポジストの方々とのセッションとさせていただきたいと思い
ます。では、皆さま、５時10分から再開させていただきますので、それまでには
お戻りいただくようお願いいたします。

司会（鍛治）　それでは皆さま、大変恐縮ですけれども時間となりましたので、
シンポジウム、残り時間も少なくなりましたけれども後半のほうを始めさせてい
ただきたいと思います。

４人のシンポジストの方々から、コミ福の過去から現在まで、ということでお
話しいただきました。ここからフロアにご来場の皆さまから各シンポジストの
方々に伺いたいこと等、何でも構いませんので何かございましたら、お手を上げ
ていただいて。シンポジストの方たちからまたお答えいただく、ということにし
たいと思います。

よろしいですかね。それでは早速ですけれども、各シンポジストの方々にもう
少しこのあたりが伺いたい等ございましたら、お手を上げていただきまして。所
属とお名前をおっしゃっていただいてご発言していただければと思いますけれど
も、いかがでしょうか。

木下　コミュニティ政策学科教員の木下と申します。いろいろな過去の貴重なお
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いか、と思いましたので。昔の実習生って、私は３年なので３年前からのことし
か分からないんですが、昔からいる実習生の方が現場に出ていくって多かったの
かなっていう、疑問に思ったのが一つと。あと、今、現場に出ていくっていう人
が少なくなっている現状についてどのようにお考えなのかなっていうことを思っ
たので、質問させていただきました。

福山　どなたに質問。３人に。

在学生A氏　皆さんに聞ければな、と思って。

司会（鍛治）　あと、他にいくつかいただいてからまとめてお願いします。

卒業生B氏　福山先生にお伺いしたいんですけれども。私は病院に勤務しており
ます。本学の法学部と教育学科の卒業生で、教育学科のときには福山先生にお世
話になりました。関先生にもお世話になりました。

私の知る限りで間違ってるのかもしれないんですけれども、このコミ福が立ち
上がるときに福山先生が、コミュニティ政策、政策にこだわられたっていうよう
な一文を読んだ覚えがあるのですが。間違ってたら申し訳ないんですけれども。
法学部があるのに、どうしてコミュニティ政策のところに、もしそれがそうだと
したらですよ、こだわられたのかなっていうのは一度お伺いしてみたいことだっ
たのですが。

司会（鍛治）　あとおひとかたくらいいかがでしょう。順番に。

在学生C氏　コミュニティ政策学科４年生です。本日は貴重なお話をありがとう
ございました。

私が聞きたいのは、今回のテーマにも、サブタイトルにもあります、『過去を
知り、未来を拓く』ということで、『未来を拓く』に絡めてお聞きしたいのですが。
私のような、今、現在コミュニティ福祉学部に在籍している学生や過去に在籍し
ていた卒業生に対して、コミ福での学びを通してどのように未来を拓いていって
ほしいのかっていうことを、ご自身の考えをそれぞれお聞きできれば、と思いま
す。

卒業生D氏　コミュニティ福祉学部、政策学科のほうを先日、卒業させていただ
きました。

関先生や福山先生に、特に創設時の話としてお伺いしたいんですが。キリスト

していました。いろいろ議論した上て、譲歩しました。今、関先生が話してくだ
さったことに、ほぼ尽きます。地域福祉という言葉や概念は福祉の世界にありま
した。その地域は行政エリアですよね。そうすると、結び付きとか連帯とか運動
みたいなものをうまく表現できないと思いました。コミュニティという言葉がそ
れを表現できているかどうか、自信がないですけれど。それに近づけようという
志しをその当時、感じました。今では、結構、気にいっています。（笑）

そもそも最初、新学部をつくるときの当局の提案では、「コミュニティ政策学
部」と「観光学部」の、２つをつくりたいというものでした。私は「コミュニティ
政策学部」構想のために新学部設置準備室に呼ばれました。しかし、途中で「政
策学部」では認可されないということが判明しました。当時、３つの領域だけが
許可されていました。それは、「福祉」と「看護」と「情報」でした。その３つ
の領域は将来人手が不足する、と予見していたようです。そういう意味では、介
護の人手を必要とするという発想で文部省が福祉を捉えているのは明らかでし
た。でも、それだけでは不十分だと思いました。そういう意味ではコミュニティ
福祉学部という、思想性を私はとても気に入っています。

いま思い出したのですが、当時、コミ福でのスポーツの教授で藤井陽江先生が、
学部開設の４月に１年生が集まる場で、「皆さんコミュニティ福祉学部に入学お
めでとう。でも、今日からはコミュニティ福祉学部と呼ばないで、コミ福と呼び
ましょう」と提唱して、それ以来「コミ福」に定着しています。そのコミ福とい
う言葉は、とても気に入った言葉になっています。

木下　ありがとうございました。

司会（鍛治）　ありがとうございました。他にいかがでしょうか。フロアの方か
らいくつかいただいてからシンポジストの方にいただきたいと思います。

在学生A氏　福祉学科３年生です。本日は貴重なお話をありがとうございました。
こういう場で質問するのに慣れてなくて、もしかしたら場違いな質問かもしれな
いんですけどご了承ください。

最初に、沼澤先生が、年々実習に行く学生が減っている、とおっしゃっていた
と思うのですが。私も今年度、実習に行かせていただいて、私の仲間も結構実習
に行った子が多いんですけれども。実習に行った子が現場に行くっていう話をあ
まり聞きません。私の友達も一般企業に行くっていう子が非常に多いです。先ほ
ど、誰一人、不必要な存在はいないという理念のもとにつくられたとおっしゃっ
ていたんですが、やはり誰も排除しないっていう社会をつくるっていう中では、
専門家がどんどん社会に出ていって支援していくっていうのが不可欠なのではな
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ると、コミュニティの中で自分がどういう存在で、いろんな人たちからいろんな
意見をもらって生きていくっていうところで、コミュニティ福祉学部の考え方と
共通していると思います。そのような学生が育っていけば、未来を拓いて行ける
のではないかと思います。

福山　私個人に質問がありましたので、先にそのことを応えさせていただきます。
私が政策学部にこだわったわけではなくて、当時、大学当局がそういう構想をお
持ちでした。最初に私が設置準備室に入ったときは、法学部の先生と一緒に学部
構想をつくるという話でした。ところが文部省から、３つの領域以外は認めませ
んよ、ということになったので、当局は、それでは福祉でいこうと決めました。
それで、コミュニティ福祉学部構想になりました。

実習へ行く学生、卒業生が減っていることについては、私は今では外の人間で
すから、特に申し上げることはないのです。コミュニティ福祉学部という学部に
入ってきた学生たちの実態を、私が学部長時代に調べたことがありました。する
と、他の大学や池袋の学部に比べて２倍ぐらい、コミュニティ福祉学部の学生の
ほうが、ボランティア活動に参加していたのです。私はそのことをとても誇りに
思い、学部長として新学期のガイダンスでお話した記憶があります。私は、何も
正課としての福祉実習に行かなくても、ボランティアとして、社会全体がそうい
う活動に取り組んでいくことは、とても大切だと思っています。

学部ができたのは1998年ですが、その少し前の1995年に阪神淡路大震災があ
りました。あの年はボランティア元年という言葉が使われました。阪神淡路大震
災のときは、本当に大勢の市民が、苦しんでいる人たち、困っている人たちに、
何とかしよう、何かできることはないかと考えて、心を動かされたのです。そし
て、支援活動に取り組んでいた方たちをたくさん知っています。私は、日本も捨
てたものでもないと思いました。

私は先ほど言いましたが、「いのちの電話」に45年ほど関わっています。あそ
こは、全員ボランティアです。交通費も研修費も自分で出して、孤独に悩んでい
る、苦しんでいる人々と電話で対話しています。そういう人々が全国におられる
ことを私はよく知っています。そういう意味で、ボランティアという形であって
も何か現場に、人に関わっていくことができたら、私はそれはそれで、すてきな
ことだと思っています。

正課としての実習では、施設や色々な場所で、単に道具の一部のように扱われ
ると感じてしまう人がいるかもしれない。そのように受け身になってしまうと、
とても福祉の世界ってのは悲しく、辛いものになっていくと思うのです。それよ
りも、自分が少しでも関わりたい、近づきたいところに取り組んでいけたらと思
います。

教学校で特に歴史も長い立教大学という中で、このコミュニティ福祉学部という
学部を立ち上げられるにあたって、学部以前に大学そのものにキリスト教に基づ
いた教育だったりとかそういった理念、強い考えがある中で、それらに少し関連
付けて、例えば、スローガンだったりとか教える内容の方針だったり、少しでも
反映させられた部分でしたりとか考えられた部分があったら、少しお話しいただ
きたいな、と思って、今回質問させていただきました。よろしければどうか、お
願いしたいと思います。

司会（鍛治）　皆さん、ありがとうございました。それではシンポジストのかた
がたから一つずつお答えいただきたいと思いますけれども。

沼澤　僕が答えられることは少ないかもしれません。福祉実習に行ってなぜ現場
に行かないのかっていうことについては、僕より福祉学科の先生に聞いていただ
くのがいいかと思うんですけども。スポーツの分野で例えばスポーツクラブのト
レーナーになるといった現場を考えると、お給料も良くないし労働条件も良くな
いという結構厳しい現状にあります。でもやはり専門性を持ってそこを目指す学
生はいるんですね。これからの時代はプロスポーツでも高齢者でもパーソナルト
レーナーが身体能力を維持向上させる非常に重要なポジションを担っていきま
す。優秀な人は稼げるようになると思います。ですので福祉分野も本当にやりた
いと思ったら、その現場に行ってやってほしいと思います。これは駄目だなと打
ちのめされることもあるかもしれませんけど、それを打開して切り拓いていって
ほしいと個人的には思っております。

どのように未来を拓いていくかっていうことのご質問についてですが本を紹介
したいと思います。ちょっと受け売りなってしまうかもしれませんけども今話題
になっている『Life� Shift』という本があります。リンダ・グラットンという人が
書いたものですが、「100年時代の人生戦略」という副題がついています。日本人
の健康寿命がどんどん上がってきて平均寿命でいうと男子83歳、女子86歳ぐら
いですけど、健康寿命がその５年前だとすると、約80年、思うようになる人生が
あるということになります。60歳で定年した後、20年どうするかって問題は、非
常に大きいと思います。自己実現のためには今までの教育、仕事、引退っていう
３つのパターンじゃなくて、いろんなステージで後戻りして自分探しをしたり、
仕事をしながら別のことをボランティアとしてやったり、引退してからもう１回
大学に行ったり、そういった双方向で自分の自己実現に向かってくんだっていう
ような考えを説いているんですけど、そういう考えを実現するためには、自分は
どういう人間かって知らなきゃいけないし、それから、自分が受け身ではなく能
動的に動かないといけないっていうことをその本では指摘しています。そう考え
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ティ福祉が社会的認知を得るためには、卒業生一人一人の働きっていう。それは
小さい働きかもしれない。だけれども、その小さい働きが今、評価されようとし
ている、と僕は信じたいんですけれど。そういう意味でいつも思うことは、絶望
しちゃいかん、と。いつも言うことですけど、希望のほうが絶望よりも一歩、半
歩、先、行ってる。だから、みんなはどんなときにも一歩一歩自分の志を持って、
希望を持って、絶望にあらがって歩んでいくっていうことが、未来を拓くってい
うことにつながるんだっていう希望は持ってほしいな。

そして、それをみんながこうやって支える、それが『まなびあい』だと思う。『ま
なびあい』ができたのは、みんなが現場に出ていって疲れ切って燃え尽きちゃう
から、その問題を学内に持ってきて、学問だけをしてきている先生、こんなこと
言ったら失礼、その先生の閉鎖性を解くっていうか、私の問題を聞いてください、
と言えるような。そういうのが『まなびあい』っていうか、自己検証と。そうい
うのをし合う場がこの『まなびあい』だと、そんなふうに思って開催された、と
僕は思うんですけど。そういう場が保証されてるわけですから。だから絶望しな
いで、ということがすごく大切なことだと思います。

そして最後に、キリスト教の、というか宗教の問題が出てたんですけど。やっ
ぱり気を付けないといけないですよね。宗教の持っている、福山さんのお話をい
つも出しちゃうと申し訳ないんですけど、僕はいつも今のように、希望は絶望の
前を歩いている、ということをすごく言って。存在は価値だ、なんていうことを
言うんですよね。存在は価値だ。その存在と価値がイコールにならないがゆえに、
差別が起こったり、格差が起こったり、いろんな問題が起こってくる。だけどそ
れをいったら、福山先生は「それはよく分かる。だけどもそれもイデオロギーだ
ろ」っていって批判される。こういう、自分の近くに批判する人がいるっていう
ことは、頑張ろうっていう気持ちになりますよね。批判されることによって、自
分で考えていく、と。そういう意味で、宗教っていうよりも、なんて言うんでしょ
うかね。宗教っていうもの、非常にイデオロギッシュになってしまったんじゃい
けない。むしろ、一人一人の生き方っていうものの中でしか宗教性（霊性）って
いうのは現れないだろう、と。そんなふうに思っているんですね。

星野さん。星野道夫さんのスピリチュアリティという問題について書かれた本
が最近出され、僕、いただいたんです。本当にスピリチュアリティの問題ってい
うか、感性の問題っていうか。それは分離するんじゃなくて結び付ける能力とし
てのスピリチュアリティっていうか、そういうようなものが宗教性としてあるん
じゃないかなって思っていますから。宗教っていうものの怖さも一つはあると、
気を付けなきゃいけない部分もあると。だけども、やっぱりコミ福にはキリスト
教学の先生がもう少しいたらいいな、とは、そんなふうには思ってはいるんです
よね。正直に言えば。

フロアーにおられる神谷さんとは、学部の開設当初から関わりを持たせていた
だきました。ご近所の晴和苑で高齢者福祉の仕事をしておられます。神谷さんは
コミ福の様々な活動に参加し、コミ福の地域活動を応援していただきました。学
部からのボランティアの人たちを大勢受け入れていただいています。そのような
関われる場はたくさんあるはずです。探して参加してほしいと私は思います。そ
れが施設の福祉ではなくコミュニティの福祉なのだと思います。

関　何を言っていいか。これは、現場に出ていく人が少ないっていうことだった
と、思うんですよね。確かに。でも福山先生のおっしゃるように、福祉という形
の現場ではなくてもっと広い脈絡の中で、現場っていうのを捉えたほうがいいん
じゃないかっておっしゃってたように、思うんですね。病気が病院の中に閉じ込
められちゃう、そういう意味においてコミュニティの流れへと戻していこうって
いう運動がありますよね。

いろんな研究のときに、福祉に就職する人なんて少ないんじゃないかっていう
話が出て。高橋紘士先生は、立教の福祉を立ち上げる、拡大するよりも、日本の
福祉を私は目指すって。立教の福祉なんて問題にしない、ぐらいの勢いで高橋先
生はおっしゃっていました。その根底にあるのは、社会福祉の給料が医師と同じ
ぐらいの給料になることを私は目指すっていうようなことをおっしゃっていまし
たけれど。

そういう現実の中で、それだけで換算するとお金っていうふうなもので、福祉
の社会化みたいなものが現実になってる中で、福祉のケアの問題が制度の中に閉
じ込められて、計算と予想と予定っていうか、いわゆるそういう平準化されてし
まっていくような中にあって、むしろ、そういう制度をとっぱらっていくような
働きを、もっと一般的な場面でやっていくことのほうが大切なんじゃないのか
なってそんなふうに思います。

以前、私は文学部の中のキリスト教学科にいましたけれど、キリスト教学科で
牧師になる人は１人もいないぐらいの状況でした。効率だけを考えると、キリス
ト教学科、青山学院と同じように廃止したほうがいいんじゃないかっていう。要
するに人件費率が高過ぎる、というような意味で、計算と予想では、キリスト教
学科なんかお荷物学科っていわれたと思うんですよ。だからそういう意味で、で
も現場に出てからもっといろんな広い世界でキリスト教学科の人たちが働くよう
になりました。福祉の世界もそうなんではないか。現場っていうものを固定的に
捉えるんじゃなくて、コミュニティの中で捉えていくことが特に必要なんじゃな
いかって。

それから、未来を拓くっていう話があったんですけど、すごく重要な話。そう
いう意味でも未来を拓くのは一人一人ですよね。一人一人の働きで。コミュニ
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今日、未来を拓く、ということをどこまで議論できたか分かりませんけれども、
できなかったところは宿題にさせていただきたい、というふうに思います。

（了）

福山　別に批判をしてはいないのですが。私がコミュニティ福祉学部を定年退職
したときに、学部の先生たちが退職送別会を開いてくれました。そのときに私は
こういう話をしたのを今、思い出したので、それをお伝えしたいと思います。　

私は心理学を学んできて、不遜にも福祉学には理念はあるけれど独特の方法が
ない。福祉は場をつくる仕事をしてきました。しかし、人を助ける、人を支える、
人を癒す方法については弱いと思っていました。そこに心理学が貢献する道は
きっとあるはずだ、というのが私の設立当初の強い思いでした。福祉の先生たち
とだけではなくて、いろんな先生たちといろいろな話をする中で、私は学びまし
た。

何を学んだかというと、福祉という学問は、あらゆる生活の悲惨さや困難さに
決して目を背けない。目を背けないどころか、そこに価値とか輝きとか尊厳とか
を見いだそうとする学問なのだと。私は、学部時代は教育学の専攻でした。その
後に大学院で臨床心理学を学び、最終的に、福祉学部へ来ました。今では、キリ
スト教の牧師養成の学校にも行っています。どこまで行くのか分かりませんが、
教育学をやって、臨床心理学をやった上で、福祉学に来たっていうのは、私にとっ
てとてもありがたかったと思います。福祉が目指すものは、決して目を背けない。
そこに尊厳とか輝きとか価値を発見し、いのちを慈しもうとする姿勢を福祉やキ
リスト教の先生から学びました。そして、私はその思想を、支えてくれるのがキ
リスト教であってほしいと思っています。

そういう意味では、私の福祉学のある種の理想モデルに近いところでは、同志
社大学や関西学院大学はいいなと思います。２つの大学には神学部があり、福祉
学部があり、学部間での共同セミナーがあります。そして福祉学の先生たちが、
神学の先生たちと一緒にシンポジウムを創ったり、ディスカッションしたりして
います。その姿を見ると、なんて麗しいなと思います。コミ福がそこへいくかど
うか分かりませんが、だんだん価値とか意味とか思想が語られなくなっていくの
は寂しいと思います。そこにキリスト教を付け加えるかどうか分かりませんけど、
宗教は根源的な価値を代表するものですから。そこから照らし出すものをキャッ
チしてほしいと思います。

三本松　時間を超過しておりますけれどもまとめたいと思います。関先生、福山
先生、坂田先生のお話を聞くことができて、一緒に働いてきたことを思い出して、
本当に幸せな時代を過ごせたんだなっていうふうに思っています。コミ福の20年
を迎え、そのルーツをたどる、ということができたのではないか、というふうに
思います。要約はできませんけれども、コミ福らしさというものについて皆さま
と共有することができたのではないか、というふうに思っています。

20周年という言い方をしますと、今年は20年目で、20周年は来年度になります。




